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1987年6月

２０億円
８７年度研究室予算は５５００万円

すべての始まりはここから



1987年8月



３４ｍアンテナの外観 1988年度単年度予算で執行
1989年3月末日に完成



Design Review



低周波給電計画

３００／６００MHz



Cassegrainian Focus



多周波給電システム





受信機性能
３００／６００MHzはなかったことに





南鳥島１１ｍ

室⾧として防衛庁や気象庁との交渉などに専念。一度も現地に行っていない。
測地成果は「平成鹿島グループ」



KNIFE観測

2000年

KN1



スライド 13

KN1 Kawaguchi Noriyuki, 2019/11/21



QSOサーベイ



HiZ QSO Z=3.19

Z~3.53



VSOP観測における３４ｍ

• 臼田６４ｍとともに1.6/5GHz
で観測可能な国内の有力な観
測局



おわりに
• 私にとって鹿島３４ｍは「青春の終わり」そして「昭和の終

わり」
• CS/BS13m, ECS10m, 26m
• 3m、GSI 5m

• 鹿島でVLBIを始めてもう４２年経ちました。
• たった1年間で建設した３４ｍアンテナ。
• 昭和の最後に建設された３４ｍ
• 「平成」鹿島グループの努力に敬意と感謝！
• ちょうど３０年後の「令和」の始まりとともに終焉
• 私はあきずに（こりずに）まだVLBIをやってます。

• 水蒸気ラジオメータ
• JAXAマイクロ波放射計
• アップリンク位相合成
• デジタル信号処理技術


